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『既習事項を活用しつつ、学び合い活動を取り入れて、語法の
習得と定着が図れる授業実践を行いました。』

北中学校英語部では今年度の課題を「語法の習得と定着」と設定しました。全学年実践している学期
ごとのスペリングコンテスト、英単語テストなどの反復練習ではなく、今回は授業の中でどのように定

着を図るか、確認するかを考え、実践を試みました。

・新出文法事項の練習＋α（既習事項の復習）を取り入れる。
・学ぶ楽しさを実感できるように時間制限と様々なペア活動（学び合い）ができるように配慮する。

・英語が苦手な生徒も、得意な生徒も目標が達成できるように、問題設定の工夫を行う。

① センテンスカードを用いて視覚的に ②ワークシートを使ったペアワーク。
分かるように既習事項＆働きの確認。

② 理解を深めるために、ワークシート
を使った基本問題・応用問題に挑戦。

④ 成果
・新出文法事項の理解を深める活動ではあるが、それ

に加えて既習事項の語法と定着の再確認ができた。

・何度も繰り返し音読することで、定着につながった。
・TT を活用することで、どの生徒に対しても目が行き届き、なおかつ英語が苦手な生徒も基本問題を

自ら解くことができ、目標を達成することができた。

・４技能をバランスよく指導できた。

⑤ 課題
・ペア活動＝「学び合い」と安易に考えずに、学習活動を成立させるためにもコミュニケーション活

動を加えた「学び合い」を実践するべきであった。


